
（1）　第４２９号

令和３年５月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４２９

卓　

球　

部

男
子
団
体
12
回
目
の
優
勝（
３
連
覇
）！

個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
を
共
に
制
す
！

第
68
回
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
島
根
県
予
選
大
会

時　

４
月
23
〜
25
日　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

原
田
哲
多（
3-4
北陵
）

２
位　

杉
浦
大
和（
2-2
北陵
）

３
位　

王　

翊
翔（
2-2
西漳
）

　
　
　

佐
藤
卓
斗（
1-4
北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　

優
勝　

山
本
淳
史（
2-3
穴生
）・
小
川
さ
く
ら（
1-1
平野
）

２
位　

王　

翊
翔
・
佐
藤
卓
斗

３
位　

原
田
哲
多
・
杉
浦
大
和

※
県
予
選
を
突
破
し
た
シ
ン
グ
ル
ス
６
名
、

ダ
ブ
ル
ス
３
組
が
県
代
表
と
し
て
中
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
は
出
場
し
た
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
味
を
発
揮
し
、
１
ゲ
ー
ム
も
落
と
さ
ず
12

回
目
の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
決

し
て
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
６
月
の
県
高
校

総
体
で
も
完
全
優
勝
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム

総
体
を
前
に
各
部
が
躍
動
！！

総
体
を
前
に
各
部
が
躍
動
！！

一
丸
と
な
っ
て
戦
い
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
３
年
度
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
県
高
校
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
17
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

優　

勝　

神
田
好
太
郎（
3-2
浜東
）

（
６
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ジ
ャ
パン
カ
ッ
プ
への
出
場
権
を
獲
得
）

ベ
ス
ト
８　

岩
崎
遥
平（
2-5
出一
）○大

会
総
評

　

３
年
生
の
神
田

が
決
勝
ま
で
失
ゲ

ー
ム
０
と
い
う
内

容
で
勝
ち
上
が
り
、

最
後
は
接
戦
を
制

し
て
優
勝
し
た
。
こ
の
結
果
、
６
月
に
開
催

さ
れ
る
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
へ

の
出
場
が
決
ま
っ
た
。（顧

問　

佐
々
木
雄
志
）

令
和
３
年
度
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
県
予
選

時　

４
月
23
〜
25
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
団
体
〉　

準
優
勝

【
団
体
メ
ン
バ
ー
】

（
神
田
好
太
郎
、
岩
崎
遥
平
、
木
村
蔵
人（
2-2
斐東
）、

青
木
快
生（
2-4
出南
）、
髙
橋
拓
眞（
2-3
久米
）、
陰
山

晃
成（
2-2
斐西
）、
川
角
悠
太（
2-1
大社
）、
江
角
虎
哲

（
2-2
河南
））

２
回
戦　

本
校　

③

－

０　

江
津

準
々
決
勝　

本
校　

②

－

０　

松
江
東

準
決
勝　

本
校　

②

－

０　

出
雲

決　

勝　

本
校　

１

－

②　

松
江
工
業

〈
個
人
〉

ベ
ス
ト
16　

神
田
好
太
郎
・
岩
崎
遥
平

　
　
　
　

木
村
蔵
人
・
青
木
快
生

ベ
ス
ト
32　

野
津
広
人（
3-3
河南
）・
堀
江
結
太（
1-3
出一
）

　
　
　
　

川
角
悠
太
・
江
角
虎
哲

○
大
会
総
評

　

県
総
体
の
シ
ー
ド
権
を
決
め
る
大
切
な
試

合
で
あ
っ
た
が
、
団
体
、
個
人
と
も
悔
し
い

結
果
と
な
っ
た
。
総
体
ま
で
の
残
り
の
期
間

を
大
切
に
し
、
し
っ
か
り
と
精
進
し
た
い
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

テ

ニ

ス

部

県
高
校
個
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

４
月
24
・
25
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

石
川
泰
丞（
2-2
北陵
）

ベ
ス
ト
16　

橋
本
脩
平（
3-1
河南
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

３　

位　

橋
本
脩
平
・
石
川
泰
丞

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

団体戦優勝メンバー

優勝した神田選手

○
大
会
総
評

　

男
子
は
、
個
人
・

団
体
と
も
に
県
総
体

の
シ
ー
ド
権
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
練
習
に
励
み
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

県
総
体
に
臨
み
た
い
。

女
子
は
勝
利
で
き
ず
敗
退
し
た
が
、
県
総
体

で
は
結
果
を
出
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
る
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

陸
上
競
技
部

シ
ー
ズ
ン
開
幕
！　

２
名
が
自
己
記
録
更
新

第
75
回
出
雲
陸
上
競
技
大
会

時　

４
月
10
・
11
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

田
中　

陸（
2-1
向陽
）
400
ｍ　

自
己
新

小
瀧
愛
結
美（
3-5
北陵
）
800
ｍ　

自
己
新

３
名
が
入
賞
、
県
総
体
に
向
け
て
弾
み

第
104
回
全
山
陰
陸
上
競
技
大
会

時　

４
月
24
・
25
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

柳
谷
怜
映（
3-2
東出雲
）
三
段
跳　

４
位

永
岡
歩
望（
3-4
北陵
）
400
ｍ
Ｈ　

６
位

小
瀧
愛
結
美

800
ｍ　
　

５
位

第
75
回
島
根
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

時　

５
月
２
・
３
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

柳
谷
怜
映

　

三
段
跳　

７
位

大きなホップ・ステップ・ジャンプ

ダブルス３位の橋本・石川組



第４２９号　（2）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
３
年
度
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
県
高
校
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
17
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

今
年
度
か
ら
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
創

部
と
な
り
、
最
初
の
大
会
と
な
っ
た
。
１
名

の
参
加
で
結
果
は
２
回
戦
敗
退
で
あ
っ
た
が
、

今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 
（
顧
問　

金
森　

快
）

令
和
３
年
度
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
予
選

時　

４
月
23
日
〜
25
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

個
人
戦
１
ペ
ア
の
み
の
参
加
と
な
っ
た
。

結
果
は
３
回
戦
敗
退
。
県
総
体
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

野　

球　

部

８
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
進
出
！

島
根
県
高
等
学
校
春
季
野
球
大
会
中
部
地
区
予
選

時　

４
月
17
日　
　
　

於　

平
田
愛
宕
山
球
場

邇　

摩　

２
０
１
０
０　

３

本　

校　

７
３
１
４
×　

15

島
根
県
高
等
学
校
春
季
野
球
大
会

時　

４
月
24
･
25
日

於　

益
田
市
民
球
場

本　

校　

０
０
１
３
０
０
３
１
０　

８

益
田
翔
陽　

０
０
０
１
１
０
１
０
０　

３

準
々
決
勝

本　
　

校　

０
０
０
０
０
０
０　

０

立
正
大
淞
南　

１
０
５
２
０
２
×　

10

○
大
会
総
評

　

今
大
会
は
、
８
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
と
い

う
成
績
で
あ
っ
た
。
選
手
達
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
が
、
準
々
決
勝

で
敗
れ
、
力
の
差
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
夏
の
大
会
へ
向
け
て
多
く
の

課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
出
雲
北
陵
の
野

球
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
。
当
日
は
遠

方
な
が
ら
多
数
の
方
々
に
球
場
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

陶
山
浩
史
）

吹

奏

楽

部

第
25
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

時　

５
月
８
日　
　
　
　
　
　

昼
の
部
：
14
時
開
演　
　

夜
の
部
：
18
時
30
分
開
演

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

２
年
ぶ
り
25

回
目
と
な
る
吹

奏
楽
部
定
期
演

奏
会
を
開
催
し

た
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
た

め
中
止
と
な
り
、

悔
し
い
思
い
を

し
た
が
、
本
年
は

会
場
の
感
染
症

対
策
に
配
慮
し
、

人
数
制
限
、
座
席

の
指
定
、
演
奏
時
間
な
ど
に
つ
い
て
企
画
段

階
か
ら
保
護
者
の
方
々
と
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
万
全
の
体
制
で
本
番
に
臨
ん
だ
。

昼
の
部
・
夜
の
部
と
２
回
公
演
を
行
い
、
延

べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
を
お
迎
え

し
、
会
場
が
一
体
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

っ
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
奏
者
の
若
狭
和
良
氏
を
お
招
き
し
た
。
観

客
を
魅
了
す
る
美
し
い
音
色
と
卓
越
し
た
技

術
、
色
彩
豊
か
な
音
楽
表
現
に
観
客
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
共
演
を
し
た
部
員
達
に
と

っ
て
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

こ
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
り
、
部
員
一
同
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
」

を
目
指
し
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

合　

唱　

部

永
井
隆
記
念
館
竣
工
式
典

時　

４
月
18
日　
　

於　

永
井
隆
記
念
館

　

永
井
隆
記
念
館
が
４
月
20
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

竣
工
式
典
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
山
陰
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
方
々
と
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
ア

ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル

ム
・
コ
ル
プ
ス
」

や
永
井
隆
さ
ん

本
人
が
作
詞
さ

れ
た
「
あ
の
子
」

を
演
奏
し
た
。

　

今
年
度
初
め

て
の
本
番
で
、
生

徒
達
は
緊
張
し

な
が
ら
も
練
習

の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
来
場

さ
れ
た
方
々
に
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
山
陰
フ
ィ
ル
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
演
奏
す
る
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
達
は
と

て
も
喜
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ

き
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い

き
た
い
。 

（
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

一
斉
書
写

一
斉
書
写

　

４
月
16
日
、
中
高

揃
っ
て
「
一
斉
書
写
」

を
実
施
し
た
。
新
年

度
の
す
が
す
が
し
さ

と
、
静
か
で
緊
張
感

あ
る
雰
囲
気
の
中
、

生
徒
達
は
そ
れ
ぞ
れ

真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　

非
日
常
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
く
れ

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

高
校
生
徒
総
会
開
催

高
校
生
徒
総
会
開
催

　

５
月
18
日
、生
徒
総
会
が
行
わ
れ
た
。今
回

は
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、放
送
に
よ
り
各
教
室

で
聞
く
形
と
な
っ
た
。
原
田
哲
多
生
徒
会
長

の
も
と
、
生
徒
会
執
行
部
並
び
に
専
門
部
か

ら
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「Be excellent 

to each other

〜
お
互
い
に
最
高
の
存
在
で

あ
れ
〜
」
で
あ
る
。
生
徒
会
行
事
が
色
々
と

制
限
を
受
け
る
中
で
、
模
索
し
自
分
達
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
生
徒
会
で
あ
っ
て
欲
し

い
。
全
校
生
徒
が
協
力
し
、
生
徒
会
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。



（3）　第４２９号

卓　

球　

部

第
17
回
出
雲
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権
大
会

時　

４
月
24
日　

　

於　

平
田
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝

予
選
リ
ー
グ

１
位　

４
勝
０
敗

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
決
勝　

本
校　

３

－

０　

松
江
三

決　

勝　

本
校　

３

－

１　

湖
北

○
大
会
総
評

　

新
入
生
が
加
わ
り
、
新
チ
ー
ム
で
参
加
す

る
初
め
て
の
大
会
で
あ
っ
た
が
、
３
年
生
を

中
心
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

第
44
回
島
根
県
中
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

時　

５
月
３
日　
　
　

於　

松
江
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
準
優
勝

決　

勝　

本
校　

２

－

３　

松
徳
学
院

〈
男
子
個
人
〉

優　

勝　

小
野
泰
和（
中3-1
鏡山
）

２　

位　

田
中
悠
斗（
中3-1
面影
）

ベ
ス
ト
８　

濵
田
都
希（
中3-2
浜村
）

○
大
会
総
評

　

悔
し
い
敗
戦
で
は
あ
っ
た
が
、
選
手
一
人

ひ
と
り
が
着
実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
た
。
夏
の
総
体
に
向
け
て
頑
張
ら
せ

た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

テ

ニ

ス

部

中
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
県
予
選

時　

５
月
２
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
14
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉１
回
戦
敗
退

時　

４
月
21
日

於　

浜
山
公
園

　

本
校
恒
例
の
春
季
野

外
活
動
を
中
学
校
の
み

で
実
施
し
た
。

　

道
中
、
近
所
に
お
住

ま
い
の
方
々
に
も
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
歩
い
た
。
中
学
校
１
・

２
年
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
、
苦

し
い
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
友
人
と
お

互
い
に
励
ま
し
合
い

な
が
ら
歩
き
、
無
事
、

活
動
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
中
学
校
生
活

に
生
か
し
て
欲
し
い

と
思
う
。

授
業
参
観
・
保
護
者
会
総
会
開
催

授
業
参
観
・
保
護
者
会
総
会
開
催

時　

５
月
11
日　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
他

　

５
時
間
目
に
授
業
参
観
、
６
時
間
目
に
保

護
者
会
研
修
を
行
い
、
続
い
て
の
総
会
で
は

昨
年
度
の
事
業
及
び
決
算
の
報
告
、
今
年
度

の
役
員
選
出
及
び
事
業
計
画
と
予
算
案
の
審

議
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

本
年
度
保
護
者
会
新
役
員
の
皆
様
は
次
の

通
り
。

会　

長　
　

塩
野　

稔
昭　

様（
３
年
）

副
会
長　
　

山　

正
広　

様（
３
年
）

副
会
長　
　

高
橋　

英
樹　

様（
２
年
）

監　

事　
　

内
藤　

孝
志　

様（
３
年
）

監　

事　
　

藤
原　

祐
樹　

様（
１
年
）

○
大
会
総
評

　

出
場
し
た
３
年
生
２
人
は
、
力
は
つ
け
て

き
た
も
の
の
、
初
戦
敗
退
し
た
。
今
後
の
大

会
で
勝
て
る
よ
う
、
更
に
精
進
を
続
け
た
い
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
中
国
大
会（
広
島
）出
場
決
定
！

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
県
予
選

時　

５
月
８
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

２
位　

北
脇
正
梧（
中3-2
北陽
）・
内
藤
亮
輔（
中3-1
北陽
）

○
大
会
総
評

　

北
脇
・
内
藤
組

は
、
初
戦
第
２
シ
ー

ド
と
の
試
合
で
落
ち

着
い
た
プ
レ
ー
を
見

せ
、
見
事
勝
利
を
収

め
た
。
後
の
試
合
で

も
ミ
ス
は
あ
っ
た
が

収
穫
も
あ
り
、
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
大
会
で
あ
っ
た
。（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

野　

球　

部

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
出
雲
支
部
予
選

時　

４
月
17
日　
　

於　

浜
山
少
年
球
場

一
回
戦　

本
校　

１

－

３　

多
伎

出
雲
部
中
学
校
春
季
野
球
大
会

時　

５
月
３
日

於　

斐
川
球
場

一
回
戦　

本
校　

０

－

１　

斐
川
西

○
大
会
総
評

　

二
大
会
と
も
悔
し
い
負
け
方
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
ヶ
月
練
習
に
励
み
、
市
総
体
で
は
悔

い
の
残
ら
な
い
試
合
を
し
た
い
と
思
う
。

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

中
学
校

ダブルス２位の北脇・内藤組

春
季
野
外
活
動

春
季
野
外
活
動

春
季
野
外
活
動

生
活
安
全
教
室
兼
保
護
者
会
研
修

時　

５
月
11
日　

於　

北
陵
ホ
ー
ル

　

生
活
安
全
教
室
「
ネ
ッ
ト

モ
ラ
ル
教
室
」
を
、
出
雲
警

察
署
生
活
安
全
課
少
年
補
導

職
員　

森
脇
小
百
合
様
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
実
施
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

用
す
る
際
の
注
意
事
項
や
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
の
大
切
さ
、
そ
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
の
危
険
性
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
生
徒
の
感
想
の
中
で
も
「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
と
て
も
便
利
だ
が
、
同
時
に
危
険
な
も

の
で
も
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」、

「
動
画
な
ど
で
誹
謗
中
傷
の
コ
メ
ン
ト
で
命
を

落
と
す
人
も
い
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込

み
に
は
注
意
し
た
い
」、「
写
真
１
枚
で
場
所
や

人
物
が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
怖

い
と
思
っ
た
」
な
ど
、
自
分
の
行
動
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

　

５
月
18
日
、
生
徒
総
会
が

行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
密
を

避
け
る
た
め
、
各
教
室
に
リ

モ
ー
ト
で
映
像
を
繋
ぎ
、
職

員
室
か
ら
の
一
斉
放
送
で
生

徒
会
執
行
部
と
各
専
門
委
員

会
の
目
標
と
活
動
内
容
を
発

表
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン

バ
ー
や
目
標
、
実
施
事
項
を

確
認
し
、
生
徒
会
長
を
は
じ

め
、
各
委
員
長
・
副
委
員
長
が
今
年
度
の
意
気

込
み
や
、
具
体
的
な
内
容
を
全
体
に
周
知
し
た
。

内
藤
亮
輔
生
徒
会
長
は
「
一
人
ひ
と
り
が
過
ご

し
や
す
い
中
学
校
を
作
る
」
こ
と
を
目
標
に
、

各
専
門
委
員
の
取
り
ま
と
め
を
し
た
り
、
学
校

行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ

た
。
生
徒
会
を
中
心
に
よ
り
良
い
中
学
校
を
作

っ
て
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。



第４２９号　（4）
　

４
月
21
日
に
本
校
の
中
学
生
と
教
員
が

学
校
と
浜
山
公
園
を
往
復
す
る
野
外
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
中
止
に
な

っ
た
た
め
、１
・
２
年
生
に
と
っ
て
は
初
め

て
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
２
年
ぶ
り
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

永
井　

初
樹（
中1 

塩冶
）

　

４
月
21
日
㈬
に
、
第
三
グ
ラ
ン
ド
か
ら

出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
よ
く
晴
れ
て

い
ま
し
た
。
浜
山
公
園
ま
で
の
片
道
８
キ

ロ
の
道
の
り
は
、
と
て
も
大
変
で
疲
れ
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
着
い
た
時
は
思
わ
ず
、

「
や
っ
と
、
着
い
た
ー
。」
と
言
っ
て
し
ま

う
く
ら
い
で
し
た
。
な
に
せ
、
足
が
棒
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
し
ゃ
が
む
と
ジ
ー

ン
と
し
び
れ
た
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
日
は
、
太
陽
が
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
つ
け
て

き
た
の
で
お
茶
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
も
あ
っ

た
ら
、
も
っ
と
大
き
い
水
と
う
を
持
っ
て

行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

浜
山
公
園
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、「
お
腹
が
す

い
た
な
。」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

お
弁
当
を
食
べ
た
時
、
と
て
も
う
れ
し
く

感
じ
ま
し
た
。
お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
時

に
ハ
チ
が
よ
く
や
っ
て
き
て
少
し
怖
か
っ

た
で
す
。
食
べ
終
わ
っ
た
後
に
、
友
達
と

一
緒
に
「
天
空
の
と
り
で
」
と
い
う
遊
具

で
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
の
で
楽
し
か

っ
た
で
す
。
帰
り
は
他
の
子
と
色
々
し
ゃ

べ
り
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。
学
校
が
見
え

始
め
た
時
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

作
品
と
研
究

ん
な
が
、
ル
ー
ル
を
守
っ
た
う
え
で
、
楽

し
く
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
不
便
な
部
分

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
移
動
の
時

間
で
す
。
こ
の
活
動
の
半
分
以
上
が
移
動

の
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
以

上
に
、
み
ん
な
と
の
仲
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
帰
り
に
は
、
み
ん

な
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
色
々
な
こ
と
を

話
し
た
り
し
ま
し
た
。
最
近
、
私
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、改

め
て
友
達
と
話
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
、携
帯

で
は
で
き
な
い
感
情
や
表
情
で
の
や
り
取

り
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
色
々
な
こ

と
を
学
ん
だ
り
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
内
容
の

濃
い
野
外
活
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

３
年
生
み
ん
な
で
で
き
る
行
事
も
数
え
ら

れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
の
行
事
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

馬
庭　

優
太（
中3-1 

高松
）

　

私
は
、
今
回
の
野
外
活
動
で
一
番
印
象

的
だ
っ
た
の
は
歩
い
た
こ
と
で
す
。
こ
の

活
動
は
長
い
道
の
り
を
歩
く
と
知
っ
て
い

た
の
で
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
１
年
生

の
時
に
経
験
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
思

っ
た
以
上
に
早
く
着
き
ま
し
た
。
私
は
１

年
生
と
仲
良
く
な
り
た
か
っ
た
の
で
、
声

を
か
け
て
遊
具
で
遊
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
初
は
話
し
づ
ら
か
っ
た
の
で
す

が
、
話
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
と
も
少
し

ず
つ
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
浜

山
公
園
で
の
昼
食
休
憩
が
終
わ
る
と
学
校

に
向
か
い
出
発
し
ま
し
た
。
帰
り
の
道
の

り
は
す
ご
く
き
つ
か
っ
た
で
す
。
ま
っ
た

く
足
が
進
ま
ず
、
歩
い
て
も
歩
い
て
も
学

校
に
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
先

生
方
に
「
頑
張
れ
」
と
声
を
か
け
て
も
ら

い
す
ご
く
力
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
新
し

く
入
ら
れ
た
先
生
方
と
た
く
さ
ん
話
を
で

き
た
こ
と
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
一
回

も
話
し
た
こ
と
の
な
い
先
生
と
も
話
せ
て

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
活
動
で
、
普
段
は
歩
か
な
い

距
離
を
歩
き
通
し
た
こ
と
、
普
段
は
話
さ

な
か
っ
た
人
と
話
し
た
こ
と
な
ど
が
印
象

に
残
り
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
い
か
し
て
、
今
後
の
学
校
生
活
を
頑
張

り
た
い
で
す
。

土
江　

華
奈（
中3-2 

平田
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
行
事
が
減

っ
て
い
く
中
、
私
達
３
年
生
に
と
っ
て
数

少
な
い
貴
重
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
野
外
活
動
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
感
染
対
策
を
十
分
に
し
た

う
え
で
の
開
催
で
し
た
。
マ
ス
ク
を
し
た

り
、
手
指
消
毒
を
し
た
り
と
慣
れ
な
い
環

境
で
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、３
年
生
み

今月の
 1枚
「
夢
現
」

藤
原
あ
や
か

（3-6）大二

荒
瀬　
　

翼（
中2 

大津
）

　

中
学
校
で
野
外
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

北
陵
中
学
校
か
ら
浜
山
公
園
ま
で
往
復
し

ま
し
た
。
片
道
８
キ
ロ
と
い
う
と
て
も
長

い
道
の
り
で
し
た
。
私
は
楽
し
み
と
不
安

を
持
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
第
三
グ
ラ
ン
ド
で
出
発
式
を
行

い
ま
し
た
。校
長
先
生
の
お
話
を
聞
き
、本

当
に
歩
き
き
れ
る
の
か
少
し
不
安
に
な
り

ま
し
た
。
友
達
と
北
山
の
緑
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
道
の
り
は

と
て
も
長
く
、大
変
で
し
た
。私
は
１
月
に

部
活
動
で
浜
山
公
園
か
ら
北
陵
中
学
校
ま

で
走
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
よ
り
と
て
も

時
間
が
か
か
り
、
精
神
と
の
戦
い
で
し
た
。

ド
ー
ム
を
越
え
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
ま
で
行
け

ば
も
う
少
し
で
し
た
。
浜
山
公
園
で
弁
当

を
食
べ
る
と
、
す
ぐ
に
帰
り
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
帰
り
は
行
き
に
く
ら
べ
圧
倒

的
に
大
変
で
し
た
。
友
達
と
話
す
気
力
も

な
く
長
い
道
の
り
を
精
神
と
戦
い
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。
途
中
で
会
っ
た
柴
犬
に
い

や
さ
れ
た
り
、
地
域
の
人
に
応
援
さ
れ
た

り
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

生
活
以
外
で
も
色
々
な
人
に
助
け
て
も
ら

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ド
ー
ム

を
越
え
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
地
面
を
し

っ
か
り
踏
ん
で
太
陽
の
光
に
も
負
け
な
い

く
ら
い
の
力
で
頑
張
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

し
た
時
に
達
成
感
を
感
じ
、
今
日
頑
張
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

野
外
活
動
を
終
え
て
、
私
は
頑
張
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

ま
で
の
自
分
は
上
手
く
い
か
な
い
と
す
ぐ

に
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、
周
囲
の
人

に
応
援
さ
れ
て
力
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
、
何
ご
と
も
最
後
ま
で
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。


